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目 的  

水酸化カルシウム・次亜塩素酸ナトリウム・MTA の３つの一般的な薬剤の歯根象牙質の破折への

影響を調べることである。 

材 料 と 方 法  

１０本のウシの中切歯と側切歯を外径６ｍｍ、内径３．５ｍｍ、長さ１０ｍｍの筒状に加工。 
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それぞれの象牙質チューブにランダムに水酸化カルシウム・次亜塩素酸ナトリウム・MTA を設置し

５週間維持し、その後破折抵抗試験を行った。 

 

結 果  

テストサンプルとコントロールを破折させるのに必要な力を Table 1 に示す。 

 

 
 

それぞれのサンプルの重量とそれぞれのサンプルを破折させるのに必要な力は Table 2 に示す。 

 
 

結 論  

水酸化カルシウムで平均で３２％、ＭＴＡで３３％、次亜塩素酸ナトリウムで５９％の強度の減少

がみられ、すべての強度の減少は統計学的に有意であった。 

この結果は歯根象牙質は水酸化カルシウム、ＭＴＡ、次亜塩素酸名取海に５週間さらされること

によりその強度が弱まることを示している。文献内で筆者らは今後の展望として薬剤を象牙質に

作用させる時間をできる限り短くすることを重要としており、また、より中性的な材料の開発が必

要であるとしている 
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